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Research on 100 Gbit/s real-time wireless transmission technology by terahertz wave
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	１．まえがき
	具体的な目標として、数ｍ～100ｍの距離での用途でニーズの大きい、放送分野でのスーパーハイビジョン（8K:72Gbit/s)の非圧縮無線伝送、医療分野での手術室内での４K映像のマルチ伝送（４K：>6Gbit/s）×10ch をターゲットに想定し、送受信技術開発により、300GHz帯で100Gbit/sの大容量信号を100m伝送するテラヘルツ無線通信実証実験を最終目標とした。
	２．研究開発内容及び成果
	「テラヘルツ波信号生成、変復調技術（300GHz帯コヒーレント伝送、高利得アンテナ）」と「テラヘルツ波送信デバイス技術（フォトミキサアレイ）」を融合し100m伝送を実証するという当初目標に対し、前者の計画以上の進展により前者技術単独で100m伝送の目標を達成した。また後者も計画通りアレイ化により一桁以上の高出力化を実現した。以下に各技術の成果について述べる。
	Uテラヘルツ波信号生成・変復調技術
	上記のアンテナは、ワイヤーグリッド偏光子を用いた偏波多重が可能な構造であり、偏波多重による2チャネル化の導入により100Gbit/s伝送が可能であることから、本実験結果より100Gbit/s可能性が実証できたと考えている。
	Uテラヘルツ波送信デバイス技術
	テラヘルツ波発生源であるフォトミキサを500m間隔で一次元に配置したフォトミキサアレイを開発した。図２は4アレイのチップ写真である。各フォトミキサにはさらに4つの平面スロットアンテナが集積され二次元の放射源アレイ構成となっている。シミュレーションにおけるアンテナ利得のピーク値は13.38dBiであり、4アレイフォトミキサと組み合わせることで給電源が6dB（4倍）となることから、従来の単体フォトミキサと比べて約20dB（100倍）の利得が得られる見積もりとなる。
	実験では光周波数差255～315GHzの二光波をフォトミキサアレイに入射し、垂直方向に放射されるテラヘルツ波強度を測定した。図３の▲は単chのフォトミキサ、◆は4chすべてのフォトミキサを動作させた場合の測定値である。4つの給電源による6dB（4倍）の強度増大に加えてさらにアレイ化による3dBの指向性利得が得られている。アンテナ自体が持つ利得を加味すると、本研究の目標で掲げたアレイ化による10dB（10倍）以上のテラヘルツ波強度増大が実証された。また動作帯域は100Gbit/s QPSKが実現可能...
	３．今後の研究開発成果の展開及び波及効果創出への取り組み
	４．むすび
	最終目標である、300GHz帯無線による世界初の100mリアルタイム伝送、ならびにQPSK変調方式によるリアルタイム90Gbit/s伝送（シングルチャネルでは世界最高速度）に成功した。またフォトミキサのアレイ化技術によりテラヘルツ波強度の一桁以上の増大を実現した。
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